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〔発明の背景〕
アモルファスシート材料を複数枚重ね合わせた鉄心材料
を巻き取って巻鉄心を製造する場合、鉄心材料の幅方向に
生じている位置ずれを修正する必要がある。この時に各ア
モルファスシート材料の間に生じる摩擦により位置ずれの
修正が阻害されるとともに、非常に薄く脆弱なアモルファ
スシート材料に大きな負荷が加わるためアモルファスシー
ト材料に割れ等の損傷が発生することがある。
このような場合において、アモルファスシート材料を損
傷させることなく、鉄心材料の幅方向に生じている位置ず
れを修正可能とする本発明をした。
〔発明の効果〕
鉄心材料を鉄心製造装置に供給する経路で、重なり合っ
ているアモルファスシート材料の重ね合わせを一度解除し
てから幅方向の位置ずれを修正することで各アモルファス
シート材料の間で生じる摩擦を無くし、アモルファスシー
ト材料の割れ等の損傷を防止する。
〔発明の内容〕
鉄心材料の整列装置は、鉄心材料をコイル状にまとめた
フープ材を巻鉄心の製造装置に供給する経路に設置され
る。同装置は、図 及び図 のようにアモルファスシート
材料の供給方向に沿って配置されており、鉄心材料を厚さ
方向に挟み込む末広がり状の第 のガイド部材、第 のガ
イド部材の末広がり状の入口側に配置された第 のガイド
部材、第 のガイド部材の先細状の出口側に配置された第
のガイド部材によって構成される。

第 のガイド部材の末広がり状の入口は、鉄心材料を構
成する複数枚のアモルファスシート材料をバラした状態
（重ね合せが解除された状態）で導入できる大きさで開口し
ている。第 のガイド部材内に導入されたアモルファスシー
ト材料は、第 のガイド部材が入口側から出口側に向かっ
て先細状に形成されている関係で、出口側に進むにつれて
バラけた状態から徐々に重なり合った状態に収束される。
第 のガイド部材を構成する一対のガイド板の間隔は鉄
心材料幅寸法よりやや広く設定されている。アモルファス
シート材料を第 のガイド板で挟み込こむことで幅方向に
生じている位置ずれがほぼ修正される。
第 のガイド部材は一対のローラから構成される。ロー
ラの外周面に周設された 字状の溝の底部間（図 ）は、鉄
心材料の幅寸法と同一になるように設定した状態でベース
に回転自在に取り付けられている。アモルファスシート材
料は、第 のガイド部材を構成する一対のローラ間に進入
することで幅方向に生じている位置ずれを完全に修正され
る。また、鉄心材料はローラの 字状の溝部に進入するこ
とで幅方向の位置ずれを修正した状態で再び厚さ方向に重
ね合わせることができる。
第 、第 のガイド部材による位置ずれ修正では、アモ
ルファスシート材料に位置ずれ修正による負荷がかかるこ
とが無いのでアモルファスシート材料に割れ等の損傷が発
生することを防ぐことができる。

特　　　許／第4895992号

発明の名称／鉄心材料の整列装置
発　明　者／松岡　孝志

図1　整列装置の正面図 図2　整列装置の横断面図 図3　第3のガイド部材の拡大図

31愛知電機技報 No.34（2013）


